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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2024年　3月号

～桃の節句～

３月３日は桃の節句。お雛様を飾って、女の子のお祭らしい食べ物を頂く習わし

ですが、そこにも京都ならではのものがあります。お雛様には 桃の一枝を飾り、

菱餅とひなあられを供えます。今はゼリーの物もあるようですが、菱餅は菱形の

お餅か生姜板の様な砂糖の固まりでした。元々、ゴギョウという草を練り込んだ

草餅で、緑一色でしたが、徐々に色が増え現在の三色に。桃色が魔除け、白は

子孫繁栄と長寿、緑は厄除けの意味が込められています。ひなあられは京都を

はじめ 関西では文字通り「あられ」です。元は菱餅を砕いて焼き上げたのが起

こりで、関西のあられが最も原型を留めています。そしてご馳走は、ばら寿司

（ちらし寿司）。野菜や乾物を甘辛く煮て、おじゃこと一緒にすし飯に混ぜこみ、

錦糸玉子や紅生姜をあしらったシンプルなお寿司です。お菓子は「ひちぎり」。

ころんと丸い白 ・ 桃 ・ 緑色のお餅に、白 ・ こし ・ 粒のあんこが載り、丸めた先が

切れているのが特徴です。江戸初期の宮中、あまりに来客が多くて、餅を丸め

る暇がなく、引きちぎったまま供したのが起こりとか。そのまま名前になっている

ところが微笑ましいですね。


